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あの池上さんにデマを言わせようとも 

化けの皮はがれた原発の科学 
 池上彰さんは15年ほど前、NHKの週 

刊こどもニュースでのわかりやすい解説 

で人気が出て、NHK退職後も様々なニュ 

ース解説番組に出ている人です。 

しかし、先だって、「原発のメリット」 

ということでとんでもないデマを流して 

いました。 

 マスコミによく出てくる保安院や学者 

の言うことを国民がだんだん信用しなく 

なったので、池上さんに言わせたのでし 

ょうか。 

発電コストが安い? 
 原発で使われる燃料は、今回の福島第 

一原発事故で知られたとおり、「使用済み 

核燃料」として、後始末が必要となります。 

 これは何万年という気の遠くなる長期にわたって放射能を出し続けます。もちろん焼却

処分などできないので、何万年も地下に埋葬する「地層処分」という形をとります。この

莫大なコストを無視して「安い発電」などというのはインチキです。 

核燃料は再利用できる?? 
 使用済みの核燃料を再処理して再利用するといいます。しかし再処理すればプルトニウ

ムをはじめとする大変危険なものが生み出され、「放射性のゴミ」も大量に出ます。 

このプルトニウムは核兵器くらいしか使い道はないのです。あき

れたことに福島第一原発の三号炉ではこのプルトニウムを燃料にこ

っそり混ぜており（プルサーマルと言います）今回大変危険な状態

となっています。プルサーマルで使えるプルトニウムは少量です。 

現在再処理を行っているイギリスやフランスに代わって、青森の

六か所村で再処理を行う計画は全く進まず、六か所には使用済み核 
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燃料がたまり続けています。 

少しのウランで大きなエネルギー?? 
 大量の石油のエネルギーに匹敵するエネルギーが少しのウランで得られるといいます。 

しかし地下から掘り出したウランは燃料としてはそのままでは使えず、大量のエネルギー

（石油など）を使って、「濃縮」してはじめて原発の燃料となります。ウランはコストの点

からも決して優良な燃料とはいえないのです。さらに原発そのものがコスト高な設備であ

ることはわかってもらえると思います。 

現在、良質なウラン鉱はもうほとんど掘り尽くされ、これからは濃縮にさらにエネルギ

ーがいるようになります。 

 発電時には二酸化炭素を出さない…… 
 注意してください二酸化炭素を出さないのは「発電時」だけで、ウランを掘ってから使

用済み核燃料の地層処分まで、大量の石油エネルギーを使っているのが原発です。 

 さらに、二酸化炭素削減の目的は地球温暖化防止ですが、今回の「津波」でわかった通

り、海の近くにある原発は温排水としてエネルギーの7割を海に捨てている「海水温上昇」

装置なのです。 

 差別で動く原発のしわ寄せは 
 原発は今回のような事故になってからはもちろん、事故を起こさなくても「非経済的」

で危険なエネルギーです。 

今回の事故処理に東京電力ではなく、下請けの労働者が｢決死隊｣として投入されている

ことも大変腹立たしいことです。彼らには「英雄」になってほしくありません。 

 まずは原発停止が転換の第一歩 
東芝・日立という電機大独占のためのエネルギー政策が続いたため、もっと発達して良

い「省エネ」や「燃料電池」｢地熱発電｣など、本当にエコでクリーンなエ

ネルギーへの転換は遅れています。 

しかしまずは危険な状態をこれ以上続けないために、浜岡などの原発停

止を実現しましょう。  


